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お詫び 
3	




配布資料は講演資料の抜粋です。
講演資料そのものがお入用の方は、
下記までメールください。ファイル
ダウンロードサイトのURLをお知
らせします。 
murakami@ait.kyushu-u.ac.jp 
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お断り 
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本日は持論を打ちます。 
しかも、 

未証明・未検証の論で
す。 
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地方創成 
「ロングテール」 

論 
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本日の 
テーマ 
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1. 地方行政×ICT 
2. 地方創成 
3. ロングテール 
4. オープンデータ 
5. エコシステム 
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地方創成 
ビジョン 

12	




1. 若い世代の就労・結婚・子
育ての希望の実現 

2. 「東京一極集中」の歯止め 
3. 地域の特性に即した地域課
題の解決 
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地方創成 
ミッション 
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1. 地方における安定した雇用を創出す
る 

2. 地方への新しいひとの流れをつくる 
3. 若い世代の結婚・出産・子育ての希
望をかなえる 

4. 時代に合った地域をつくり、安心な
くらしを守るとともに、地域と地域
を連携する 
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マイ 
ビジョン 
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地方に自然と 
1. ヒトが集まり、 
2. シゴトが生まれ、 
そして 

3. マチが活き活きしている 
17�



副題 
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データをオープン 
にすれば 

1. ヒトが集まる、 
2. シゴトが生まれる、 
そして 

3. マチが活き活きする! 19�



マイ 
ミッション 
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オープンデータ 
エコシステムで 

1. ヒトを集め、 
2. シゴトを生み、 
そして 

3. マチを活き活きさせる 
21�
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ミッション 
比較 
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1. 地方における安定した雇用を創出す
る 

2. 地方への新しいひとの流れをつくる 
3. 若い世代の結婚・出産・子育ての希
望をかなえる 

4. 時代に合った地域をつくり、安心な
くらしを守るとともに、地域と地域
を連携する 
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オープンデータ 
エコシステムで 

1. ヒトを集め、 
2. シゴトを生み、 
そして 

3. マチを活き活きさせる 
27�



外
力 

28	


内
力 vs. 
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本日の 
メッセージ 
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1. 「地方行政×ICT」の誤謬と落し穴
に学ぶ 

2. オープンデータの存在を前提に、社
会サービスを再設計する 

3. 地方を「ロングテール」と見做す 
4. そして、「ロングテール」論で地方

を創生する 
36�
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に学ぶ 

2. オープンデータの存在を前提に、社
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3. 地方を「ロングテール」と見做す 
4. そして、「ロングテール」論で地方
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誤謬 
A 
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ICTで行政が 
高効率化され
る 39�



落し穴 
1 

40	




中途半端なIT化
は逆に仕事を増
やす 
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落し穴 
2 
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仕事のやり方は
そのままでIT化
だけする 
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誤謬 
B 

44	




ICTで世界が
フラット化す
る 45�



落し穴 
3 

46	




ICT環境を整備すれ
ば、地方にもICT企
業がやってくるは
ず… 

47�



落し穴 
4 

48	




ICTで地域差
をなくす 
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誤謬・落し穴 
まとめ 
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A.  ICTで行政が高効率化される 
1.  中途半端なIT化は逆に仕事を増やす 
2.  仕事のやり方そのままでIT化だけする 

B.  ICTで世界がフラット化する 
3.  ICT環境を整備すれば、地方にもICT

企業がやってくるはず… 
4.  ICTで地域差をなくす 
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誤謬・落し穴 
からの学び 
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1.  ICTの存在を前提にして、社会シス
テムを再定義する 

2.  ICTは限界コストを限りなくゼロに
近づけるための手段と捉える 

3.  地方行政はビジネスである 
4.  その上で、上記社会システムをエコ

システムとして実装する 
53�
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オープン 
データ 
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誰もが任意の目的
に、自由に利用・
修正・再配布可能

なデータ 
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オープンデータ 
5つ星モデル 
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地方自治体オープン
データカタログサイト 



少し脱線 
します… 
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OPEN CLOSED 
PRIVATE 

BIG (=Volume/Variety/Velocity) 

NOT SO BIG 

いわゆる 
ビッグデータ 

いわゆる 
オープンデータ 
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時代は 
ビッグデータ 

から 
オープンデータに! 

70�



OPEN 

BIG (=Volume/Variety/Velocity) 

NOT SO BIG 

いわゆる 
ビッグデータ 

いわゆる 
オープンデータ 

ビッグ& 
オープンデータ 

CLOSED 
PRIVATE 
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に学ぶ 
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誤謬・落し穴 
からの学び 
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1.  ICTの存在を前提にして、社会シス
テムを再定義する 

2.  ICTは限界コストを限りなくゼロに
近づけるための手段と捉える 

3.  地方行政はビジネスである 
4.  その上で、上記社会システムをエコ

システムとして実装する 
75�



ビジネスモデル 
として設計する 

76�



従来の 
社会サービス 

今後の 
社会サービス 

事例 従来の 
行政サービス 

今後の 
行政サービス 

Target 
[顧客] 地域住民 ? 

Value 
[提供価値] コモディティ ? 

Profit 
[収益モデル] 税金 ? 

Capability 
[運用/資産] 

地方自治体職員 
公共施設 ? 
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収益モデル 
を工夫する 
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受
益
者 
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提
供
者 

税金 

サービス 



受
益
者 

80	


提
供
者 

? 

サービス 

第
三
者 

コスト 



広告モデル 
フリーミアムモデル 

… 
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従来の 
社会サービス 

今後の 
社会サービス 

事例 従来の 
行政サービス 

今後の 
行政サービス 

Target 
[顧客] 地域住民 ? 

Value 
[提供価値] コモディティ ? 

Profit 
[収益モデル] 税金 広告モデル 

フリーミアムモデル 
Capability 
[運用/資産] 

地方自治体職員 
公共施設 ? 
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誤謬・落し穴 
まとめ 
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A.  ICTで行政が高効率化される 
1.  中途半端なIT化は逆に仕事を増やす 
2.  仕事のやり方そのままでIT化だけする 

B.  ICTで世界がフラット化する 
3.  ICT環境を整備すれば、地方にもICT

企業がやってくるはず… 
4.  ICTで地域差をなくす 
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現実は 
真逆! 

89�



ICTで 
ロングテール 
が顕在化 
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BEFORE ICT 



92�

AFTER ICT 



ヒット主義から 
ニッチ主義へ! 
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なぜ 
起きた? 
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95�

ニッチにとって、 
1. 生産手段がない、または、生産コストが高い 
2. 流通手段がない、または、流通コストが高い 
3. 需要と供給をマッチングさせることができない 

BEFORE ICT 



ICTで 
1. 生産手段の民主化 
2. 流通手段の民主化 
3. 需要と供給のマッチング 

が可能に! 
96�
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成功要因 ビジネス 事例 

生産手段の民主化 
• ロングテール
の生産者 
• 生産手段の提
供者 

• デジタルビデオカメラ 
• 音楽・ビデオ編集ソフト 
• ブログ 

流通手段の民主化 • ロングテール
の集積者 

• Amazon.com 
• eBay 
•  iTunes Store 

需要と供給のマッ
チング 

• ロングテール
のフィルタ 

• Google 
• リコメンデーション 
• SNS 

クリス・アンダーソン、ロングテール、ハヤカワノンフィクション文庫、2014年　を元に加筆 
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1. 「地方行政×ICT」の誤謬と落し穴
に学ぶ 

2. オープンデータの存在を前提に、社
会サービスを再設計する 

3. 地方を「ロングテール」と見做す 
4. そして、「ロングテール」論で地方

を創生する 
99�
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ロングテール 
を地方創生 
で再現する!  
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東京一極主義から 
地方主義へ! 
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でも、 
どうやって 

? 104�



マイ 
ビジョン 
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地方に自然と 
1. ヒトが集まり、 
2. シゴトが生まれ、 
そして 

3. マチが活き活きしている 
106�



キー 
アイデア 
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地
域
の 

課
題 
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ビ
ジ
ネ
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チ
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ン
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= 
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ニッチにとって、 
1. 生産手段がない、または、生産コストが高い 
2. 流通手段がない、または、流通コストが高い 
3. 需要と供給をマッチングさせることができない 

BEFORE ICT 



誤謬・落し穴 
からの学び 

110	




1.  ICTの存在を前提にして、社会シス
テムを再定義する 

2.  ICTは限界コストを限りなくゼロに
近づけるための手段と捉える 

3.  地方行政はビジネスである 
4.  その上で、上記社会システムをエコ

システムとして実装する 
111�



ICTで 
1. 生産手段の民主化 
2. 流通手段の民主化 
3. 需要と供給のマッチング 

が可能に! 
112�



113�

成功要因 ビジネス 事例 

生産手段の民主化 
• ロングテール
の生産者 
• 生産手段の提
供者 

? 
流通手段の民主化 • ロングテール

の集積者 ? 
需要と供給のマッ
チング 

• ロングテール
のフィルタ ? 



地
域
の 

課
題 
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オープンデータ 
ビジネス 

5つ星モデル 
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★★★★★	
データとデータを混ぜ合わせる 

★★★★	
 データとデータを重ね合わせる 

★★★	
 データを可視化する 

★★	
 複数のデータを集める 

★	
 データそのもの 
118	




デ
ー
タ 
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エ
ビ
デ
ン
ス 



しかも、 
オープン 
でない! 
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オープン 
であることが 

重要! 
121	
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デ
ー
タ 

提
供
者 

活
用
者 



オープン 
でないとは? 
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デ
ー
タ 

提
供
者 

活
用
者 =	




データ活用の 
アイデアに 

限界! 
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デ
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128�

成功要因 ビジネス 事例 

生産手段の民主化 
• ロングテール
の生産者 
• 生産手段の提
供者 

• オープンデータカタログ
サイト [でも不完全] 

流通手段の民主化 • ロングテール
の集積者 ? 

需要と供給のマッ
チング 

• ロングテール
のフィルタ ? 
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Code for America 
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従来の 
社会サービス 

今後の 
社会サービス 

事例 従来の 
行政サービス Code for X 

Target 
[顧客] 地域住民 地域住民 

Value 
[提供価値] コモディティ 地域の課題解決 

Profit 
[収益モデル] 税金 フリー 

Capability 
[運用/資産] 

地方自治体職員 
公共施設 

アプリ 
オープンデータ 
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今後の社会サービス 

事例 Code for X 
Target 
[顧客] 地域住民 地方自治体 

Value 
[提供価値] 地域の課題解決 支出削減 

Profit 
[収益モデル] フリー フリー 

[オープンデータ] 

Capability 
[運用/資産] 

自前デバイス[スマホ/PC] 
オープンデータ 

アイデアソン/ハッカソン 
133	




オ
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プ
ン 

デ
ー
タ 
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Local 
Good 
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行政 

企業・ 
個人 

NPO・ 
個人 

市民 

クラウドファ
ンディング 

オープン
データ 

課題の登録 

プロボノ 

支援 

支援 

136	


データのビジュア
ライズにより課題
を明確に 

オープンデータ
の提供 

課題の登録 

自分のスキルを活か
したボランティア 

課題解決の提案 



今後の社会サービス 
事例 Local Good 
Target 
[顧客] 地域住民 地方自治体 企業・個人 NPO・個人 

Value 
[提供価値] 

地域の課題
解決 支出削減 ボランティ

ア 
地域への貢

献 

Profit 
[収益モデル] 

フリー 
[ファンド] 

フリー 
[オープン
データ] 

フリー 
[プロボノ] フリー 

Capability 
[運用/資産] 

オープンデータ 
クラウドファンディング 

プロボノ 
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ICTで 
1. 生産手段の民主化 
2. 流通手段の民主化 
3. 需要と供給のマッチング 

が可能に! 
138�



139�

成功要因 ビジネス 事例 

生産手段の民主化 
• ロングテール
の生産者 
• 生産手段の提
供者 

• オープンデータカタログ
サイト [でも不完全] 

流通手段の民主化 • ロングテール
の集積者 

• Local Good [でも不完
全] 

需要と供給のマッ
チング 

• ロングテール
のフィルタ 

• Local Good [でも不完
全] 
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からの学び 

143	




1.  ICTの存在を前提にして、社会シス
テムを再定義する 

2.  ICTは限界コストを限りなくゼロに
近づけるための手段と捉える 

3.  地方行政はビジネスである 
4.  その上で、上記社会システムをエコ
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主張 
まとめ 
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オープン 
であることが 

重要! 
146	




データをオープンにすれば 
1.  データ（地域課題=ビジネスシーズ）へ

のアクセス限界コストがほぼゼロに! 
↓ 

2.  「データ×アイデア」で勝負する人々が
集まる 

↓ 
3.  オープンデータビジネスが興る 

147�



オープン 
であるとは? 
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データ 
× 

アイデア 
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データを 
どう価値/お金 
に換えるか？ 
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オープン 
データ 
ビジネス 
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オープンデータ 
ビジネス 

5つ星モデル 
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★★★★★	
データとデータを混ぜ合わせる 

★★★★	
 データとデータを重ね合わせる 

★★★	
 データを可視化する 

★★	
 複数のデータを集める 

★	
 データそのもの 
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オープン 
データ 
ビジネス 
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たとえば、 
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省エネ 
アドバイスで 

稼ぐ! 
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今後の社会サービス 

事例 Opower 
Target 
[顧客] 電力会社顧客 電力会社 

Value 
[提供価値] 省エネアドバイス 省エネノルマクリア 

Profit 
[収益モデル] フリー 有償 

Capability 
[運用/資産] 

オープンデータ 
ゲーミフィケーション 

161	
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ミッション 
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オープンデータ 
エコシステムで 

1. ヒトを集め、 
2. シゴトを生み、 
そして 

3. マチを活き活きさせる 
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↓ 

2.  「データ×アイデア」で勝負する人々が
集まる 

↓ 
3.  オープンデータビジネスが興る 
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本日の 
テーマ 

165	




1. 地方行政×ICT 
2. 地方創成 
3. ロングテール 
4. オープンデータ 
5. エコシステム 
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マイ 
ストラテジー 
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ロングテールにおいて 
オープンデータビジネス 
が回るエコシステム 

のための 
プラットフォーム 

を提供する! 
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オープンデータ
ビジネス 

プラットフォーム 



170�

成功要因 ビジネス 事例 

生産手段の民主化 
• ロングテール
の生産者 
• 生産手段の提
供者 

• オープンデータカタログ
サイト [でも不完全] 

流通手段の民主化 • ロングテール
の集積者 

• Local Good [でも不完
全] 

需要と供給のマッ
チング 

• ロングテール
のフィルタ 

• Local Good [でも不完
全] 



そうだ! 
九州には

BODIKがある! 
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BODIK 
ビッグデータ& 
オープンデータ 
研究会 in 九州 
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成功要因 ビジネス 事例 

生産手段の民主化 
• ロングテール
の生産者 
• 生産手段の提
供者 

• フリーオープンデータカ
タログサイト 

流通手段の民主化 • ロングテール
の集積者 

• BODIC.org (BigData 
& OpenData in the 
Cloud) 

需要と供給のマッ
チング 

• ロングテール
のフィルタ • BODIC.org 
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地方自治体向け 
フリーオープンデータ

カタログサイト 

BODIC.org 



5 
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本日の 
テーマ 
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1. 地方行政×ICT 
2. 地方創成 
3. ロングテール 
4. オープンデータ 
5. エコシステム 
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本日の 
メッセージ 
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1. 「地方行政×ICT」の誤謬と落し穴
に学ぶ 

2. オープンデータの存在を前提に、社
会サービスを再設計する 

3. 地方を「ロングテール」と見做す 
4. そして、「ロングテール」論で地方

を創生する 
182�
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オープンデータ
ビジネス 

プラットフォーム 



宣言 
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BODIKは、 
地方創生 

プラットフォーマー 
を目指します! 
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